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背景
•平成20年版学習指導要領に基づく教育課程

• 基礎的な知識・技能の重視
• 社会参画と伝統・⽂化の強調←新教育基本法
• 急激な社会変化への対応

• MM教育を構築しようとする動きが活発
•平成29年度版学習指導要領の改訂

• 社会に開かれた教育課程の実現
←社会の状況を幅広く視野に⼊れ、学校教育を通してよりよい
社会を作る
• 主体的・対話的で深い学び
• カリキュラム・マネジメントの確⽴←教科横断的な学習
• 主権者教育



背景
•地球温暖化、⼤気汚染等の環境問題
•慢性的な交通渋滞、移動困難者の移動の確保等の
社会問題

• バスや鉄道等の公共交通の利⽤者数減少、担い⼿
の減少に伴う地域の衰退



MMの定義の社会科教育学的解釈

• MMとはひとり⼀⼈のモビリティ（移動）が，社会的

にも個⼈的にも望ましい⽅向に⾃発的に変化すること

を促す，コミュニケーションを中⼼とした交通政策

社会科の「教育内容」として
数多く取り入れられている
例)バス・自動車・電車・船・飛行機：小学校低学
年（１・２年）の生活科，中学年（３・４年）から高
学年（５・６年）の社会科

社会科の「教育目標」は
「公民的資質」の育成
公民的資質：市民概念「個の自律性」

＋国民概念「公共性への関与」

戦後の学校教育では児
童生徒の「自発性」を重
んずることで，戦前との
差別化

社会科における重要な

「教育方法」
公正な価値判断能力を，クラ
スメイトとのコミュニケーション

を通して身に付ける



モビリティ・マネジメント教育の定義
• 『モビリティ・マネジメント教育』とは，

私たち⼀⼈ひとりの移動⼿段や社会全体の交通を
『⼈や社会，環境にやさしい』という観点から⾒直し，
改善していくために⾃発的な⾏動を取れるような⼈間
を育成することを⽬指した教育活動



MM教育で育成されるモビリティ・マネジメント⼒

知識
望ましい交通

社会を実現する
ために必要な知識

態度
望ましい交通

社会の実現に向けて
自発的に行動しよう
としたり，働きかけ
ようとしたりする態度

能力
交通社会に関する
知識を適切に活用し

ながら，人と社会・環境
の観点から適切に
判断する能力

よりよい社会の形成に主体的に参画する能力
公的かつ社会的な活動に私たち一人ひとりが参画することの

重要性を認識し，自らも主体的に関与・参画し，貢献する能力



モビリティ・マネジメント教育との関
連付けが考えられる授業

6年5年4年3年2年1年

◎◎○◎社会

◎△○△理科

◎◎⽣活

○○家庭

○○○○○○道徳

◎◎◎◎総合的な学習の時間

○○○○○○特別活動
https://mm-education.jp/assets/program/mm-edu_tebiki.pdf



社会科におけるMM教育との関連性

https://mm-education.jp/assets/program/mm-edu_tebiki.pdf



MM教育ポータルサイト https://mm-education.jp/



（例）フードマイレージ教材



地域や社会のしくみが深く理
解できる
・社会のしくみ（流通）
・⽣産、流通、消費の課題

⾃ら学び、考える⼒が⾝につく
・児童の⽣活に⾝近なテーマ
・時間軸、空間軸で考える

社会との関わりが⾝につき、公
的な視点を⾝につけられる
・買い物、移動は社会的⾏為
・地域への愛着の形成



まとめ

•時代に求められているMM教育

• MM教育の学習指導要領との親和性

• MM教育の効果
• ⾃ら学び、考える⼒が⾝につく。

• 地域や社会のしくみが深く理解できる。

• 社会との関わりが⾝につき、公的な視点を⾝につけられる。


